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に闘する政府内部の総合調
の引門家をが務い川にな問す
も、
この機榊が一元的に推
伺う大学院大
宇の機情強化

経E

①二十一
世紀にかけ国際政
治はア一
②それ
以前に由要なのは 、
域内す

ツアを軸に大きく変動する 。
中国に一
べての国が社
会主義・
共産主義を改

よる、
対ロ関係強化やベトナム、
イ一
めないかぎり、
アジアで
冷戦
は終結

ランなどとの
戦時外交など、ュlラ一
しないということだろう。日
本一外交

シア地域に一相の新・冷

限的な部邸一
も、
こうした
原点を深く認識したう

ができつつある点を無視できない。
一
えでの
再構築を迫られよう。

｜やさしい経済学 和生小林帝京科学大学助教授② 
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